
相愛大学人間発達学部同窓会報（第13号）2019年4月16日

　子
ど
も
発
達
学
科
で
は
、「
先

生（
保
育
者
・
教
員
）」
を
め
ざ

す
学
生
た
ち
に
、
学
生
自
身
の

自
然
へ
の
感
性
を
育
て
、
子
ど

も
の
自
然
へ
の
か
か
わ
り
を
援

助
す
る
力
を
養
成
す
る
た
め
に
、

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
学

卒年 氏名 旧姓 忌日

女専
S.14 坂井　縫子 近久 H30.2.14
S.18 大原　日出子 広瀬 H30.7.1
S.20 菅　　とみ 武田 H29.9.1

国文

S.38 山岡　満寿子 畠中 H29.7.22
S.42 乾　　美榮子 H30.8.12
S.44 辻　　敏枝 川上 H29.10.11
S.46 下村　栄子 橋本 H21.10.8
S.56 吉川　成子 齋藤 H29.9.9

被服

S.23 大竹　幸子 H28.4.6
S.24 野津　美代子 加藤 H27.9.14
S.30 平山　英子 福西 H28.12.15
S.33 安田　真左子 服部 H29.5.9
S.47 山本　きよみ 妙見 H18.7.15

食物

S.36 村上　春子 堀口 H30.4.11
S.39 井下　良子 宮崎 H30.2.1
S.43 鐵　　直美 岡本 H21.8.18
S.46 大丸　久美子 H28.4.12
S.53 山下　千惠子 乾 H29.5.2

子ども発達
学科

『
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
学
ぼ
う
！！
和
食
』を
実
施

物
故
者
名（
敬
称
略
）（
平
成
30
年
度
届
）

※掲載は、ご家族の承諾を得た場合のみとさせて

頂いております。

「相愛ビオトープとつどいの里山」
とビオトープ隊の活躍

編
集
後
記

　同
窓
会
報
第
13
号
の
発
行
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
大
阪
北
部
地
震
や
台
風
21
号
な
ど
の
自

然
災
害
が
多
発
し
、
大
学
に
も
様
々
な
被
害
が
出
ま
し
た

が
、
学
生
た
ち
は
変
わ
ら
ず
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
相
愛
大
学
の
様
子
や
卒
業
生
の
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
様
子
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

編
集
委
員 

（
５０
音
順
）

大
川
さ
な
え

畑
中

　洋
子

桒
原
和
加
子

小
林
貴
美
子

小
松

　亜
矢

嶋
田

　哲
郎

新
谷

　美
子

寺
川

　舞

西
尾

　洋
子

服
部
由
利
子

福
井

　千
尋

古
川
真
理
子

堀
野

　成
代

曲
田

　映
世

発達栄養
学科

向かって左から

木村 佳歩さん
押 芙美さん
徳永 陸生さん
高橋 孝太さん

真に身近な学習環境づくり

過去帳納め
同窓会にお知らせがあった物故者のお名前を毎
年2月に、大谷本廟の学園関係者過去帳に記入し
お納めさせて頂いております。

発達栄養
学科

向かって左から

島谷 麻以さん
佐藤 真由さん
松下 紗季さん
求 有理香さん

ビオトープ隊

「
相
愛
ビ
オ
ト
ー
プ
と
つ
ど
い
の
里
山
」

ま
ん
が
マ
ッ
プ
と
ビ
オ
ト
ー
プ
隊
の
活
動
ポ
イ
ン
ト
紹
介

学
習
環
境
「
相
愛
ビ
オ
ト
ー
プ
と
つ
ど
い
の
里
山
」
で
の

年
間
取
り
組
み
計
画

　発
達
栄
養
学
科
で
は
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、
相
愛
大
学

国
際
交
流
部
と
の
連
携
に
よ
る

留
学
生
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
学
ぼ
う
！！

和
食
』（
全
2
回
）を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
栄
養
・
食
生
活
の
正
し
い
知
識

を
学
ぶ
」「
日
本
の
伝
統
的
な
和

食
を
学
ぶ
」「
留
学
生
と
他
学
科

と
の
交
流
」
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
相
愛
大
学
に
在
籍
し
て

い
る
留
学
生
を
対
象
と
し
、
和

食
の
調
理
実
習
、
体
組
成
・
骨

密
度
測
定
、
学
生
レ
ポ
を
行
い

ま
し
た
。

　第
1
回
の
調
理
実
習
は
お
に

ぎ
り
、
豆
腐
と
野
菜
の
ホ
イ
ル

平成31年2月15日現在

習
環
境
「
相
愛
ビ
オ
ト
ー
プ
と

つ
ど
い
の
里
山
」（
ま
ん
が
マ
ッ

プ
参
照
）を
活
用
し
、
徹
底
し
た

実
践
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
相
愛
ビ
オ
ト
ー
プ
と
つ
ど
い
の

里
山
」
が
学
生
た
ち
に
と
っ
て

真
に
身
近
な
学
習
環
境
と
な
る

よ
う
、
4
年
間
を
通
し
て
様
々

な
科
目
に
お
い
て
体
験
を
繰
り

返
し
て
使
い
込
ん
で
い
ま
す
。

４
つ
の
ゾ
ー
ン
を
中
心
に
年
間

の
取
り
組
み
計
画
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
地
域
の
保
育
・
教
育
機

関
と
連
携
し
た
実
践
活
動
も
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ビ

オ
ト
ー
プ
隊
の
地
道
な
活
動
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ビ
オ
ト
ー
プ
隊
の
活
動
の
ポ
イ

ン
ト
を
マ
ッ
プ
と
と
も
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
隊

は
子
ど
も
発
達
学
科
学
生
が
主

体
的
に
加
入
し
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
発
達
学
科
の
学

び
を
支
え
る
と
共
に
、
彼
ら
自

身
も
大
い
に
学
ん
で
い
ま
す
。

同 窓 会　       幹 事 決 定！新

山の畑ゾーン 田んぼ・ため池ゾーン あそびの里山ゾーン 子ども農園ゾーン
３月 ・プランターに「キャベツ苗｣、｢ブロッコ

リー苗｣、｢ソラマメ苗｣ の植え付け

４月

・｢ジャガイモの種芋｣、｢サトウキビ苗｣、
「土手かぼちゃ苗｣、｢イチジク苗｣ の植え
付け 
・プランターに「ニンジンの種」、「パン
ジー苗」の植え付け

 
・｢スダチ苗｣、｢榎苗｣ の
植え付け

・クワとスコップで土を耕し畑作りをスタート 
・石灰を撒き牛糞を土に混ぜて畝を立てる 
・「一人ひと苗」の種まきと観察記録開始 
・栽培する夏野菜は、キュウリ、オクラ、トウ
モロコシ、落花生に決定

５月
・｢トマト苗｣ の植え付け 
・サツマイモ畑開墾、苗植え付け

・田んぼの土づくり、水
入れ、種籾撒き（水遣り、
草刈、草引き）

・サツマイモ畑づくり

６月
・トマトの支柱づくり、わき芽欠き、追肥、
水遣り 
・ジャガイモ掘り 
・各種ゾーンの看板作り

・古代米苗植え（ため池） 
・看板作り

・｢びわ苗｣ 移植 
・看板作り

・耕耘機購入　　・畑を耕し、畝を立てる　　 
・土壌改良 
・サツマイモの苗植え

７月
・水遣り対策（蚊・暑さとの闘い） 
・トマト収穫 
・草引き、草刈

・学生どろんこ遊び ・キュウリ、オクラの収穫と試食会
・園児といっしょに田植え体験 
（同時に ｢どろんこ遊び｣、｢メダカすくい｣、｢ねんど
遊び｣、｢虫取り｣ 体験）

８月

・トマトの収穫 
・トマトの支柱の追加と補強（予想以上の
成長に対応） 
・収穫物（トマトとジャガイモ）の調理体験
｢ジャガイモグラタン｣ の創作） 
・｢土手かぼちゃ｣ の収穫 
・｢土手かぼちゃ｣ の食べ方研究（収穫後す
ぐは水っぽいため１週間ほど置くとおいし
いことを発見） 
・トマトの保護対策（鳥の襲来、日照りの
後の長雨での病気）

・稲の害虫対策（害虫ツツ
ムシ：イチモンジセセリ
の幼虫が発生し、大被害）

・草刈り

・園児が園外保育(お散歩)で稲の生長を観察

９月
・｢秋ジャガの種芋｣ の植え付け 
・冬野菜（菜花､ 大根､ ネギ､ ホウレンソ
ウ）の植え付け

・稲の防鳥網かけ 
・『案山子』づくり

・物置設置　　 
・冬野菜畑の準備　　 
・耕耘

10月
・麦、春野菜（玉ねぎ苗）の植え付け ・稲刈り 

・｢ソラマメ苗｣、｢エンド
ウ苗｣ の植え付け

・冬野菜の種まき　　・幼児との芋ほり

11月 ・幼児との芋ほり　　・落花生の収穫
12月 ・冬野菜の間引き

子ども農園での地域保育・教育施設との
交流活動の場でもある。
⇒準備から実施に至るまで、ビオトープ隊
　の地道な活動によって支えられている。

山の畑は斜面が険しく子どもたちが登る
のは危険である。ここで子どもとの直接
的な交流活動は実施できないが、チョウ
のえさ等を育て、都会では体験できない
子どもたちが生き物とふれあう活動を支
えている。

とんぼとメダカの池やあそびの里山も同様
に、生態系の維持を木村先生の指導に基づ
き、ビオトープ隊が担当している。人の手
を入れすぎることのない環境であることが
重要である。

相愛
ビオトープと
つどいの里山
まんがマップ

遊びに来てね！

子ども田んぼ

小鳥の森
テニスコート

６号館 ７号館

厚生館

子ども農園

山の畑
ゾーン

・保育演習室
・子育て支援室

あそび
の里山
ゾーン

田んぼ
・ため池
ゾーン

チ
ョ
ウ
の
さ
ん
ぽ
道

ど
ん
ぐ
り
の
さ
ん
ぽ
道

農園ゾーン

山の畑 焼
き
、
具
だ
く
さ
ん
味
噌
汁
、

即
席
ふ
り
か
け
、
第
2
回
は
サ

ラ
ダ
巻
き
、
ふ
わ
ふ
わ
卵
の
和

風
あ
ん
か
け
、
け
ん
ち
ん
汁
を

作
り
ま
し
た
。
留
学
生
へ
の
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、

お
寿
司
が
好
き
と
い
う
学
生
が

多
く
、
サ
ラ
ダ
巻
き
は
大
変
好

評
で
「
お
寿
司
を
初
め
て
作
っ

た
が
、
と
て
も
簡
単
に
で
き
た
」

「
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
」
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　試
食
の
際
、
発
達
栄
養
学
科

生
は
留
学
生
と
会
話
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

　学
生
レ
ポ
で
は
、
発
達
栄
養

学
科
1
回
生
が
「
和
食
」、「
健

康
な
食
事
」
に
つ
い
て
楽
し
く

子ども発達
学科

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ク

イ
ズ
も
交
え
て
発
表
し
ま
し
た
。

　学
生
ス
タ
ッ
フ
は
「
留
学
生

に
楽
し
く
日
本
の
料
理
を
作
っ

て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
」

「
自
分
達
も
楽
し
ん
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
」
と
満
足
し
た
様
子
で
し

た
。
普
段
関
わ
り
が
少
な
い
留

学
生
と
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

あそびの里山

とんぼとメダカの池


